
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      

前年比 前年比 前年比 

４ －２  ±０ ８ ２ 

 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

件 数 ４      １ １ １ １    

死 者              

負 傷 者 ８      ２ １ ４ １    

 計 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 

件 数 ４    １   １ ２     

15 歳以下 

16～19 歳 

20～24 歳 

25～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～64 歳 

65～74 歳 

75 歳以上 

 

企業等に検知器を用いたアルコールチェック

の記録と保管が義務化されました。 

地域・家庭・社会から危険な 

飲酒運転を根絶しましょう。 

 

 
市民の署名約 11万人分を取りまとめて 

安全協会柴田支部長から楠ヶ谷富士警察署長へ

提出されました。  令和 5年 12月 20日 

(１)発生状況 【交通事故の特徴】 

☆ 件数は過去５年連続して減少 

☆ 50 代の運転者が約８割を占める 

 

(２)月別 

区分 
月 

(３)時間別 

時間 
区分 

(４)飲酒運転者年代別件数 

 

 

□11 飲酒運転事故 
※酒酔い又は酒気帯び状態で車両を運転した者が
原因の交通事故発生件数と全死傷者数 
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(５)過去５年間の飲酒運転事故件数の推移 

0

5

10

15

20
(件)   

R１   R２   R３   R４   R５   (年)   

件 数 死 者 負 傷 者 

１   

１   

３   

１   

１   

１   

13 

   10   

６   
４   

8   

２   

飲酒運転根絶宣言書提出 


